










研究目的  

妊娠中期の前期破水患者の母児管理は,胎児肺の成熟及び敗血症などの感染症に関する問

題から今だ数多くの問題が残されている。特に30週以前の症例においては,羊水採取が不

可能であったりし,的確な胎児の成熟度を知る情報にとぼしいことが多く,それだけに胎児

娩出時期,様式の決定は,case by case となっているのが現状である。今回,主に妊娠中期

の前期破水症例につき,RDS及びsepsisの両方の観点からretrospeotiveに検討してみた。 


